
 

 

[会長挨拶（要旨）] 

6 月 22 日、習志野市民会館において、平成 30 年度定時総会が

開催され、議案については審議の結果、すべて原案通り承認され

ました。会員・役職員の皆様の一体となっての遂行に対しお礼申

し上げます。 

   さて、本日は新しく理事に就任されました方をご紹介いたしま

す。 

   まず、正化千尋理事は、退任しました女性理事の後任として、

就任をお願い致しましたところ、快くお引き受け頂けました。よ

ろしくお願い致します。 

次に、宮本市長より推薦頂きました、市役所幹部職員 2 名の方

です。菅原優理事は、シルバー人材センター事業の主管元であり

ます健康福祉部部長を務めておられます。内海忠理事は、重要な

財政業務に精通され、政策経営部次長を務めておられます。 

お二人に理事に就任して頂き、誠に心強いことであります。諸

事ご多忙のこととは存じますが、高所よりのご意見、ご指導をよ

ろしくお願い申し上げます。   

 

1. 議決事項 

議案第 11 号 入会者の承認について 

 市瀬常務理事事務局長から資料に基づいて説明がなされた。 

 挙手にて採決を求め、全員賛成にて本案は承認された。 

議案第 12 号 役職員等旅費規程の一部改正について 

 市瀬常務理事兼事務局長から資料に基づいて説明がなされ

た。 

 挙手にて採決を求め、全員賛成にて本案は承認された。 

 

2. 協議事項 

   協 議 第 3 号 役員賠償責任保険の保険料について 

  

  市瀬常務理事事務局長から資料に基づいて説明がなされた。 

挙手にて採決を求め、全員賛成にて本案は承認された。 

  

3. 報告事項 

報 告 第 9 号 「シルバー人材センターの日」活動報告について 

報告第 10 号 第 31 回女性交流会「夢の輪」の報告について 

報告第 11 号 代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況について 

市瀬常務理事事務局長から資料に基づいて報告がなされた。 

報告第 12 号 全シ協平成 30 年度定時総会の報告について 

佐野理事から資料に基づいて報告がなされた。 

報告第 13 号 県シ連平成 30 年度定時総会の報告について 

吉野会長より資料に基づいて報告がなされた。 

報告第 14 号 平成 30 年 7 月の行事予定について 

  市瀬常務理事兼事務局長から資料に基づいて報告がなされ

た。 

 

 ＜ 6 月 就 業 実 績 （ 前 年 同 月 比 ） ＞ 

 

 

＜ 6 月 派 遣 契 約 実 績 （ 前 年 同 月 比 ） ＞ 

 

 

 

 

 

＜ 入 会 者 4 名  男 性 3 名 、 女 性 1 名 ＞ 

鼈宮谷 辰彦（津田沼） 石 塚  孝 好（ 花 咲 ） 

深 澤  弘 子（大久保） 市 岡  誠（袖ケ浦） 

＜ 退 会 者 1 4 名  男 性 1 0 名 、 女 性 4 名 ＞ 

植 田  虎 睦（袖ケ浦） 松 本  博（袖ケ浦） 

神 山  安 光（ 藤 崎 ） 朝 生  尚（袖ケ浦） 

佐 藤  勝 廣（ 屋 敷 ） 小 山  幸 子（ 鷺 沼 ） 

浅 野  幸 男（ 谷 津 ） 綿 引  宏（ 藤 崎 ） 

岡 部  淑 江（ 谷 津 ） 三 橋  茂 廣（津田沼） 

内 海  康 宏（ 香 澄 ） 髙 橋  久 子（ 谷 津 ） 

朝 倉  初 代（本大久保） 

 

8 月の行事予定 

 
 

＜入会説明会日、就業相談日＞ 

◎定例入会説明会 

（第 2 第 3 水曜日 9：30～ シルバー会議室） 

◎就 業 相 談 

（第 2 第 3 水曜日 13：00～ シルバー会議室） 

 

 

公益社団法人 習志野市シルバー人材センター

＜習志野市屋敷4-6-6 東部保健福祉センター1F ＞

＜TEL ： 493-8011 FAX ： 493-8040 ＞

＜Eメールアドレス narashino@sjc.ne.jp ＞

第361号（発行：平成30年7月）

平成29年度
（平成29年6月）

平成30年度
（平成30年6月）

会 員 数（人） 947 951

就業実人員（人） 734 746

当月就業率（％） 77.5 78.4

配 分 金（円） 38,411,912 39,910,789

材 料 費（円） 812,635 652,364

事 務 費（円） 3,034,636 3,153,195

合　　計（円） 42,259,183 43,716,348

年度累計（円） 121,330,666 126,385,512

年度累計（円） 6,024,354 5,947,675

平成29年度
（平成29年6月）

平成30年度
（平成30年6月）

就業実人員（人） 29 27

契約金額（円） 2,147,115 1,871,997

8 月 3 日 （金） 終日 販売スタッフ養成講座「県シ連主催」（会議室）

8 月 5 日 （日） ＡＭ 刃物研ぎ（作業所）

8 月 6 日 （月） 終日 安全管理委員会巡回指導（市内就業先）

8 月 7 日 （火） ＡＭ シルバーフェア実行委員会（会議室）

ＰＭ 書道教室（会議室）

8 月 8 日 （水） ＡＭ 入会説明会（会議室）

ＰＭ 就業相談（会議室）

8 月 10 日 （金） 昼 女性交流会「夢の輪」（志福楼）

8 月 12 日 （日） ＡＭ 刃物研ぎ（作業所）

8 月 15 日 （水） ＡＭ 入会説明会（会議室）

ＰＭ 就業相談（会議室）

8 月 20 日 （月） ＡＭ 刃物研ぎ（作業所）

8 月 22 日 （水） ＰＭ 理事会（会議室）

8 月 23 日 （木） ＡＭ 刃物研ぎ（会議室）



 

＜月別傷害事故件数  Ｈ30.7.18 現在＞ 

 

＜巡回指導の実施＞ 

 平成 30 年 8 月 6 日（月）に安全管理委員会による平成 30 年度第

１回巡回指導が行われます。就業先を巡回し、日頃からの安全への取

り組みや安全への意識などを質問形式で確認させていただきます。巡

回が予定されている就業先の皆様、ご協力のほどよろしくお願いいた

します。 

【平成 29～31 年度千葉県シルバー人材センター連合会安全就業標語】 

 

 

 

 

 

＜熱中症に気を付けましょう＞ 

 

 

＜地区対抗親睦パークゴルフ大会開催のお知らせ＞ 

 

 

＜就業会員募集＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地区会議等への活動にご協力ください＞ 

会員の地区会議活動は、会員相互の連帯意識を高めるととも

に、地域社会との連携を目指しています。これから開催される

地区会議への出席、ボランティア活動・リーフレット配布活動

等へのご参加・ご協力をお願いいたします。 

 

               

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

Ｈ29 0 2 0 0 1 0 1 0 0 2 1 0 7

Ｈ30 1 2 1 0 4

熱中症を知ろう

さが厳しい季節が近づいております。熱中症にはくれぐれもお気を付け下さい。

＜高齢者と熱中症＞

若い世代の方は、暑さに対してすぐに不快に感じる事が出来ます。

これは、決して若者が暑さに弱い、我慢が足りないといったわけでなく、

暑さにすぐに気付く能力があるのです。

一方、高齢になるにつけ、暑さに気付きづらくなります。

これは、年齢とともに発汗能力が衰えていくことが理由と言われています。

＜対 策＞

○のどの渇きや暑さを感じていなくても、こまめに水分補給をしていくこと

○目に見えるところに温度計を用意し、暑さを”体で感じる”のではなく、

”頭で認識する”ようにすること。

＜症 状＞

1.手足のしびれ、目まい・立ちくらみ

2.頭痛、吐き気

3.けいれん、真っすぐ歩けない、体が熱い

＜症状が出てしまったら＞

・日陰に避難し、衣服をゆるめ、脇の下や首すじ、足の付け根など

太い血管の通っている箇所をぬらしたタオルなどをあてたり、あおいで体を冷やす。

※寝不足や二日酔いといった体調不良の時には発症の危険が高まります。十分な睡眠と飲み過ぎ

にもご注意ください。

（活動日/場所）

＊毎月5日、12日、20日 9：00～15：00

袖ケ浦作業所（習志野市袖ケ浦5-2）

＊毎月第4週木曜日 9：00～12：00

シルバー人材センター会議室 他

お客様のお持ちした包丁や、ハサミ等を研いで

お渡しするお仕事です。

ご興味ある方は、シルバー事務局にお電話して

ください。（担当：冨樫）

ＴＥＬ：493-8011

女 性 交 流 会

夢の輪

Ｌｕｎｃｈ Ｍｅｅｔｉｎｇ

場 所：至 福 楼（津田沼5-1-8）

シ フ ク ロ ウ

事務局より 

 

【発 注 者】有限会社池田屋 

【契約内容】配食サービス ドライバー 

【就業曜日】平日（月曜日～金曜日） 

＊毎日ではなくローテーション 

【就業時間】14：00～17：00 

【配分金】１個配送２２６円 

【その他】 

・配送は会員さんの自家用車を利用しての配送となります。 

・ご希望の会員さんはシルバー事務局に電話をしてください。 

（担当：冨樫） 

・夕食作りが困難な６５歳以上の市民に夕食をお届け 

する行政福祉サービス 

・  

 

安全管理委員会より 

「これくらい！」 緩む気持ちが 事故を呼ぶ 


